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情報主任会議

現状の問題点 

 

 

○府民の声システムは府民に回答することを目的 

としているが、橋下知事就任後、件数が急増 

   ・提言メール件数 １０倍以上 

現知事 1582 件/月 (20.2～21.3) 

前知事 148 件/月 (19.4～20.1) 

     

 

 

（１）  所属は、回答作業に追われ、直ちに対応すべき 

  案件の対応が遅くなるケースがある。 

 

（２）  施策改善に役立つ声が埋もれがちになって

いる。 
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見直しの方向性 

○ 府民課が「フラグ立て」 

を行い、対応状況をチェ

ックする。 

  

（1） 緊急対応のスピード 

アップ 

（2） 施策への反映 

 

○ 対応状況を知事・幹部職

員が共有できるようにす

る。 

 

○ 府民に対応状況が見え

るようにする。 
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